
 

 

 

 

２０２６年９月１１日  

京都信用金庫  

銭湯と温浴文化をミライへ  複合型イベント  

「銭湯スイッチ。〜湯上がりの風と、歩く京都〜」を開催します  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・バンク京信（法人名：京都信用金庫、理事長：榊󠄀田  隆之）

が運営する共創施設「QUESTION」は、京都の銭湯の持続可能な未来を目指

すプロジェクト「銭湯スイッチ。〜湯上がりの風と、歩く京都〜」を、下記の

通り開催しますのでお知らせいたします。  

 また、同イベントのフィナーレとして、トークセッションやグッズマルシェ

などを掛け合わせた DAY イベントを、11 月 28 日（土）に開催します。  

本イベントに先立つ 10 月 10 日（土）「銭湯の日」から 11 月 26 日（木）「い

い風呂の日」までの期間を「銭湯強化月間」とし、【京都銭湯  二十四節気  湯

めぐり】※ 1 や【子ども入浴料金無料化事業】※ 2 と連動した抽選企画を展開す

るほか、「京都移住計画」によるスピンオフ企画として「銭湯×かもがわラン」

（10 月 17 日）、「京都銭湯茶論」（11 月 14 日）を実施します。  

周遊から始まる利用強化企画と DAY イベントを組み合わせた複合企画を通

じて、既存ユーザーの利用促進と新規層の来訪を図り、銭湯を起点とした地域

コミュニティの醸成と持続可能な銭湯文化の継承を目指します。  

 なお、京都信用金庫は、京都市が運営する「京都市定住・移住応援団」に登

録しており、本事業はその一員として、京都市への定住・移住の促進を目的に

実施します。  

※1 京都市と京都府公衆浴場業生活衛生同業組合が連携して開催するイベント  

※2 京都府・京都市と京都府公衆浴場業生活衛生同業組合が連携した事業  
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記  

１．開催の背景  

京都の銭湯は、健康維持や防災、地域交流の拠点として重要な役割を担って

いますが、現在は燃料高騰、後継者不足、設備の老朽化などにより存続の危

機にあります。住民の健康増進や地域コミュニティの要である銭湯を守り、

若年層や子育て世代の銭湯離れを防ぐため、銭湯と密接に関わってきた企

業・行政と連携し、本企画を開催します。  

２．企画の内容  

（１）銭湯利用を身近にする強化月間  

下記①②のいずれかの抽選券を、11 月 28 日（土）開催の「銭湯スイッチ。」

フィナーレイベントで QUESTION 会場内にある抽選会場にお持ちいただ

くと、抽選にご参加いただけます。  

景品は、出展者の銭湯関連グッズや、京都府公衆浴場業生活衛生同業組合

の入浴共通券など。  

既存ユーザーのさらなる利用率向上と、子育て世帯の初回利用促進を目指

した取組です。  

 

①「京都銭湯  二十四節気  湯めぐり帖」のスタンプ  

期間中※ 3 に 8 箇所以上の銭湯を巡り、それぞれのスタンプを獲得された

方に、抽選券を配付します。  

※3 期間前から集めていて、すでにスタンプが 8 個以上ある方も対象です。  

   ②「子ども入浴料金無料化事業」の利用  

同事業を利用された子育て世帯に抽選参加券を配付します。  

 

（２）河原町御池に銭湯好きが集う DAY イベント  

11 月 28 日（土）に、「銭湯スイッチ。〜湯上がりの風と、歩く京都〜」の

フィナーレを飾る企画として、河原町御池の「QUESTION」とゼスト御池

河原町広場を会場にトークセッション・グッズマルシェ・周遊クイズラリ

ーの複合イベントを開催します。  

現場のリアルからこれからの施策を考えるトークセッションでは、京都府

公衆浴場業生活衛生同業組合から理事長、そして行政・金融から有識者が

登壇し「銭湯のある暮らしを未来につなぐには。」を考えます。  

また、京都府下で活躍する若手継承者が登壇するセッションでは、まちや

風土に合わせた温浴文化の取り組みを深掘ります。  

さらに会場内には、府内銭湯や IKEUCHI ORGANIC、牛乳石鹸共進社な

どの銭湯にまつわる商品・グッズメーカーが出店。銭湯のある生活を彩る
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多様な企業が、銭湯の楽しみ方・銭湯を利用したくなる商品を提案します。 

ゼスト御池会場では、河原町広場を活用してグッズメーカーによる物販が

開催されるほか、ゼスト御池全体を活用し、銭湯にまつわるクイズラリー

を開催。  

京都府公衆浴場業生活衛生同業組合の公式キャラクターである湯鬼（ゆっ

き）・湯狐（ゆっこ）を活用し、ゼストに隠れているクイズを見つけ全て

回答すると QUESTION 会場にて抽選に参加いただけます。  

銭湯好きのみならず、ゼスト御池を利用するファミリー層や新規ユーザー

の皆様にも銭湯の魅力をお伝えし、イベントへの参加を促します。  

３．開催概要  

  名   称：「銭湯スイッチ。〜湯上がりの風と、歩く京都〜」  

期   間：2026 年 10 月 10 日（土）【銭湯の日】〜  

          11 月 26 日（木）【いい風呂の日】  

会   場：①QUESTION 4 階  Community Steps      

     ②ゼスト御池  河原町広場  

  アクセス：京都市営地下鉄東西線「京都市役所前駅」下車  

入  場  料：入場無料  

主   催：QUESTION（コミュニティ・バンク京信）  

共   催：京都移住計画  ／  京都市  

協   賛：ゼスト御池  ／  10pct. ／  牛乳石鹸共進社  株式会社  

協   力：京都府公衆浴場業生活衛生同業組合  ／  京都府  

Ｗ  ｅ  ｂ：https://question.kyoto-shinkin.co.jp/event/event-15384/ 

 

【11 月 28 日（土）フィナーレイベントの概要】  

■銭湯トークイベント（QUESTION 4 階  Community Steps）  

＜第 1 部＞  12：45〜13：45 

「『銭湯のある暮らし』を未来へつなぐ  〜現場のリアルから考える持続可能  

な共創モデルとは？〜」  

・登壇者：京都府知事  西脇隆俊  氏  ／  京都市長  松井孝治  氏  ／  京都府公

衆浴場業生活衛生同業組合  理事長  吉本誠  氏  ／  コミュニテ

ィ・バンク京信  QUESTION 館長  津田郁太  

・モデレーター：株式会社  ツナグム  代表取締役  田村篤史  氏  

 

https://question.kyoto-shinkin.co.jp/event/event-15384/
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＜第２部＞  14：00〜15：00 

「地域の温浴文化を残し、つくるまちの活動とは？」  

・登壇者：大黒湯（京都市）竹林昂大  氏  ／  若の湯（舞鶴市）若井健嗣  氏  ／   

蒸-五箇サウナ-（京丹後市）足立樹伸  氏  

・モデレーター：京都移住計画  藤本和志  氏  

 

■湯鬼と湯狐の銭湯クイズラリー（ゼスト御池）  

ゼスト御池に隠れたクイズを全て見つけて回答すると、QUESTION 会場で

抽選会に参加いただけます。  

 

■銭湯グッズマルシェ（QUESTION／ゼスト御池  河原町広場）  

＜マルシェ出店者＞  

蒸-五箇サウナ - (T シャツ、ロン T、タオル) / 乳がんサバイバーのための入

浴着 lolo (bathcami、bathstole 他) / ゆとなみ社  (T シャツ、タオル、石鹸

など銭湯グッズ) / kokin 銭湯部  (舞鶴銭湯グッズ：T シャツ、タオル、クリ

アファイル、絵葉書) / 温考知身・きとりっぷ  (OQ) / IKEUCHI ORGANIC 

(銭湯タオル、サウナタオル) / 大黒湯  (T シャツ、タオル、手拭い、ステッ

カー、サウナハット、ライター) / 黄桜株式会社  (ととのいエール) / 若の湯  

(食品、グッズ) / 京都府公衆浴場業生活衛生同業組合  (オリジナルグッズ) / 

よーじやグループ  (入浴関連グッズ) 

 

■特別企画参加者向け抽選会  

QUESTION 会場 1 階にて、【京都銭湯  二十四節気  湯めぐり】や【子ども入

浴料金無料化事業】企画の参加者向け抽選会を実施。入浴共通券や各出店者

のグッズなどが当たります。  

 

【関連イベント】  

■銭湯強化月間（2026 年 10 月 10 日（土）〜11 月 26 日（木））  

■銭湯×かもがわラン（2026 年 10 月 17 日（土）13：00〜16：00）  

■京都銭湯茶論（2026 年 11 月 14 日（土）13：00〜16：00）  

※各イベントの詳細は、各主催団体の Web サイト等でご確認ください。  
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４．キービジュアルイラストについて  

本イベントのキービジュアルは、「湯

上がりの風と、歩く京都」というコ

ン セ プ ト を 表 現 す る た め 、

QUESTION のつながりから「伯樂

舎」のクリエイティブディレクショ

ンのもと、デザイン制作をいただき

ました。  

コミュニティ・バンク京信が運営する共創施設「QUESTION」のネットワー

クを活かして気鋭のクリエイター陣を巻き込み、銭湯文化の魅力を次世代へ

と伝える、温かくも新しい京都の風景を描き出しています。  

 

【伯樂舎（はくらくしゃ）】  

代表演出家・西井将哉  氏を中心に、京都を拠点に活動するクリエイティブデ

ィレクションチームです。  

神社仏閣や歴史的建造物、企業、地域など、それぞれに息づく物語や本質を

見つめ、多様なプロフェッショナルの専門性を掛け合わせながら、現代の感

性で再編集しています。  

海外ブランドの国内 PR や、新規ブランドにおける企画・演出をはじめ、テ

レビ・映像などのコンテンツ制作、広告・グラフィックデザインなど、領域

を横断したクリエイティブを手がけています。  

一つひとつの表現を単体で捉えるのではなく、人の心が動く一連の体験へと

編み上げる「感動導線設計」を通じて、文化と人、企業と社会の新しい関係

をデザインしています。  

５．QUESTION について  

QUESTION は一人で解決できない「？

（問い）」に対して様々な分野の人が集ま

り、みんなが寄ってたかって答えを探し

にいく、コミュニティ・バンク京信が運

営する共創施設です。  

常駐するコミュニティマネージャーが地

域のネットワークを活かし、様々なジャ

ンルの先駆者たちと力をあわせて課題解決にあたります。  

QUESTION を通じて、一人でも多くの人に新しい気付きや出会いを体験し

ていただくことで、地域全体をクリエイティブでイノベーションが起こりや

すい場所に変えていきます。  
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６．京都市定住・移住応援団とは  

京都市では、担い手不足やまちの活力の低下など、まちづくりに大きな影響

を及ぼす人口減少にできる限り歯止めをかけるため、本市の定住・移住促進

に向けた取組に賛同し、応援する企業・団体等からなる「京都市定住・移住

応援団」を創設しています。  

 応援団では、「京都で働き、暮らし、子育てしたい」と、若い世代から選ばれ

る都市を目指して、各企業・団体等が持つアイデアやノウハウをいかし、公

民連携で本市への定住・移住の促進に取り組んでいます。  

【Web サイト】  

https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000312984.html  

以上  

https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000312984.html

